
　人口減少抑止に向けて、まずは、子育
て世代をはじめとする若い世代の皆さん
に住み続けていただけるよう、妊娠・出
産期から子育ての時期に至るまで、途切
れのない支援を行い、子育てをしやすい
環境、こどもが安心して成長できる環境
を整えてきました。
　その成果として、本市は民間機関が実
施した「自治体の子育て支援制度に関す
る調査」の、「共働き子育てしやすい街ラ
ンキング」で、３年連続で非常に高い評
価を受けています。
　引き続き、時代に合った子育てニーズ
を把握することで、より子育てがしやす
いと市民の皆さんに実感いただけるよ
うにさらに施策を推進していきます。

　人口減少社会への適応について、人
口構造が変化しても、質の高いサービス
を持続的に提供できる仕組みを構築し
ていかなければなりません。
　公共交通、地域医療、教育の充実な
ど、多くの分野で、少子化、高齢化に伴う
人口構造の変化の推移を的確にとらえ
ながら、施策を推進していきます。
　また、老朽化する公共建築物やインフ
ラへの対応も喫緊の課題であり、これら
公共施設などで提供されるサービスの
将来的なあり方の検討を含め、行財政改
革の視点を取り入れながら、公共施設マ
ネジメントを効果的に推進していきます。

　ＤＸを推進するため、令和６年度から、
外部人材にＤＸ推進監を委嘱し、デジタ
ル化を加速させています。
　昨年１０月には、生成ＡＩを本格導入し、
職員の企画立案や文書作成の補助ツー
ルとして活用しています。
　今後も、デジタル化の推進により、市
民の皆さんの生活利便性の向上と、効率
的な行政経営に向けた仕組みへの転換
を図り、本市の住みやすさを実感いただ
けるような施策を展開していきます。
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住みやすいまち鈴鹿施政方針施政方針
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令和７年２月市議会定例議会の開会にあたり、市政
運営の基本方針と予算編成に対する考え方を表明し
ました。今回の特集は、その概要をお知らせします。

　本市は、令和６年４月にスタートした「鈴鹿
市総合計画2031」のもと、将来都市像に「ひ
とがつながり ＤＸで未来を拓く　＃最高に住
みやすいまち鈴鹿」を掲げ、その実現に向け
たまちづくりを進めています。
　本計画で、人口減少抑止策と人口減少社
会適応策を両輪とした「人口減少対策」と、こ
れからの時代を見据えた「ＤＸの推進」に全力
で取り組む方向性を掲げています。
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人口減少対策を前進

（仮称）人口減少対策会議の設置

　「（仮称）人口減少対策会議」を開催し、
新たな評価体制を構築した上で、外部有識者
などの意見を取り
入れながら、より
効果的な人口減少
社会への対応策を
検討します。

鈴鹿市東京事務所の運営

　４月１日に開設した東
京事務所を首都圏におけ
る拠点とし、国などの行
政機関や、その他関係団
体からの情報収集、本市
の魅力発信、民間企業と
の連携などを強化するこ
とで、経営資源の獲得に
つなげます。

保育補助者の雇用支援

　保育補助者の雇用
に必要な費用を支援
することにより、保
育士の業務負担を軽
減し、離職防止を図
り、安定的な保育サ
ービスの提供につな
げます。

鈴鹿deはたらこっ！プロジェクトの実施

　鈴鹿市雇用促進連携協
議会を中心とした産学官
連携によるプロジェクト
で、主に市内外の若年層
に向けて、市内企業への
就職を促進するさまざま
な事業を展開し、雇用拡
大につなげます。

産業用地の開発支援

　産業用地の開発を行う事業者に対して、そ
の費用の一部を補助することにより、新たな
工業団地などの造成を促進し、企業立地につ
なげます。

　令和８年度からの新たな小学校の開校に向
けて、施設整備を進めるとともに、児童の安
全な通学環境を確保するため、スクールバス
運行の事前準備など、円滑な移行に向けた取
り組みを進めます。

工業団地のイメージ

6つの推し！
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人口減少社会への適応

「＃最高に住みやすいまち鈴鹿」の
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新たな小学校の開校に向けた
スクールバス運行の準備4
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東京事務所がある
全国都市会館



今回の特集に関するご意見・ご感想は
総合政策課 382-9038 382-9040 sogoseisaku@city.suzuka.lg.jp 

　小・中学校に導入し
た児童・生徒の１人１
台端末を更新し、学習
支援、オンライン授業、
デジタル教科書や電
子書籍の閲覧などの
教育ＤＸをさらに進め、
全てのこどもたちの学
びを保障します。

● 電子図書館の開設

● 児童・生徒１人１台端末の更新

　こども医療費助成
の対象年齢を現在の
15歳から18歳まで拡
充し、子育て世代の経
済的な負担を軽減す
ることにより、安心し
てこどもが医療を受
けられる環境を整備
します。

　50歳以上の軽度・
中等度難聴者へ補聴
器の購入費を助成し、
聴 力 低下によるコ
ミュニケーション不足
を防ぐことで、認知症
や、うつ病などの発症
リスクの低減を図り
ます。

● 認知症対策として補聴器購入費を助成

● こども医療費助成を18歳まで拡充

　令和8年度から津
市、鈴鹿市および亀
山市で消防通信指令
業務を共同で実施す
るため、三重中央消
防指令センターを３
市共同で整備します。

　経年劣化が進んでい
る既存の防災行政無
線の仕組みを整理し、
機能強化を図るととも
に、災害時における情
報伝達を迅速かつ確
実に行うため、新たに
総合防災情報システム
の整備を進めます。

● 総合防災情報システムを新たに導入

● 三重中央消防指令センターの共同整備

耳穴型補聴器

耳掛け型補聴器

市内の防災スピーカー

消防指令室

子どもが輝き
人と文化を育むまち
子どもが輝き
人と文化を育むまち11ビジョン

健やかに いきいきと
暮らせるまち 
健やかに いきいきと
暮らせるまち ビジョン

生命と財産を守り抜ける 
安全・安心のまち 
生命と財産を守り抜ける 
安全・安心のまち ビジョン

　市立図書館で、電子
書籍の閲覧と貸し出
しができる環境を整
えます。場所や時間を
選ばず閲覧、貸し出し
できる電子書籍の特
性を生かし、利用者
サービスの拡大を図
ります。 図書館

鈴鹿市総合計画２０３１に掲げる
6つのビジョンごとに
主な事業を紹介します。

鈴鹿市総合計画２０３１に掲げる
6つのビジョンごとに
主な事業を紹介します。
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自然と調和し 快適な都市
環境を未来へつなぐまち　
自然と調和し 快適な都市
環境を未来へつなぐまち　ビジョン

みんなで支える 
自分らしく生きるまち
みんなで支える 
自分らしく生きるまちビジョン

持続可能な産業の発展と 
にぎわいや交流が生まれるまち
持続可能な産業の発展と 
にぎわいや交流が生まれるまちビジョン
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　Ｃ－ＢＵＳの現在地
がスマートフォンなど
から確認できるよう
に、バス・ロケーショ
ンシステムを導入する
ことで、利便性向上を
図り、利用者の拡大
につなげます。

● 市営住宅に指定管理者制度を導入

● バス・ロケーションシステムの導入

　令和８年度から市営
住宅に指定管理者制度
を導入し、入居率の向上
や管理運営の効率化に
よるサービス向上を図り
ます。併せて、３階建て
以上の市営住宅の駐車
場を有料化し、駐車場の
適正な管理を行います。 潮風の街磯山

55
　市内で創業する市
民を対象に創業時の
初期費用の補助や、
補助を受けた方に経
営力強化講
座を実施し、
地域経済の
活性化を図
ります。

　農業者セミナーを
開催し、農業経営に
関する学びの場を提
供することで、未来の
農業者の育成や、経
営の継続・継承につ
なげます。

● 農業者セミナーの開催

● 創業支援制度の創設

野菜の収穫を行う農業者

66
　電子申請システムの
機能を拡充させること
により、行政手続など
のオンライン化を推進
し、市民の利便性の向
上と業務の効率化を図
ります。

　鈴鹿国際交流協会に
対して、企業で働く外
国人市民を対象とする
「オンライン初級日本
語教室」の実施に必要
な経費を補助すること
により、外国人労働者
が日本語を学習できる
環境を整備します。

● オンライン初級日本語教室の開催支援

● 電子申請システムの拡充

オンライン日本語教室の
様子


